
　山梨県では、「山梨県産業振興ビジョン」（平成23年3月

策定）で示した、今後成長が期待される産業分野の中から、

事業化の促進が期待されるクリーンエネルギーや燃料電

池、スマートデバイス、医療機器について、県内中小企業が

中心となってタスクフォース（事業化グループ）を組成し、共

同事業化に挑戦する取り組みを総合的に支援する「成長分

野連携参入支援事業」を進めています。

　昨年11月から12月にかけて公募を行い、審査した結果、

クリーンエネルギーで3つ、スマートデバイスで2つ、医療

機器で2つ、燃料電池で1つ、合計8つのタスクフォースが編

成され、年明けからタスクフォースごとに順次活動が始ま

っています。

　スマートデバイス領域の「極微細加工タスクフォース」で

は、0.02～1mmスケールの超微細部品の組み立てや搬送

を容易に行える「マイクロ・パーツ・ハンドリングシステム」

を使い、メンバー企業の得意技

術を生かして、これまでにない微

細製品を開発すべく検討を始め

ました。

　成長分野連携参入支援事業で

は、参加企業の自主的かつ自律

的な活動を基本とし、山梨県産業

政策アドバーザーの角田義人氏（日立製作所名誉顧問）の

統括のもと、山梨県産業労働部、工業技術センター、（公

財）やまなし産業支援機構が一体となって支援を行ってい

きます。こうした取り組みを通して、成長分野の共同事業体

が形成され、発展し、山梨の新しい「ものづくりブランド」が

創出されることを期待しています。
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